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義務教育課程 における福祉教育 〔2〕
村 上 尚 三 郎
は じ め に
福祉教育は近年ようや く各方面か らの関心をよぶところとなり着目されるようになってきた
領域であるが,さ りとてその 「福祉教育の概念1)」は未だ定着をみていない。 いわんや・文部
省学習指導要領に示す教科,道 徳,特 別活動等の学習の中に内容として系統的にとり入れ られ










そ しりをまぬがれない。およそ教育は長期の計画 ・見 とおしを必要とするし短時 日でその成果




背景を地域社会の実態に照 らして明 らかに しておかな くてはならない。
福祉教育の実際面では,学校生活のすべての領域の経験を基底 として,人 間尊重への理解 と
学習実践をとおしての共同的連帯がどれほどヒューマ ンな自己確立に資するものであるかとい
うことをひとりひとりの子 どもが主体的に学びとっていくものでなければならない。また,現










以下に,福 祉教育志向の視座,教 科学習における指導条件の福祉的考察,新 学習指導要領の
検討等についてみていきたい。
(福祉教育の展開に当っては,それを学校教育のすべての分野を通 じて行なう 〈巨視的な〉
立場 と・ある特定のジャンル例えば社会科教育を通 じて といった形式の中で行なっていく<微











法則をよく理解 して)子 どもの幸福を守るにはどうした らよいかを,よ く考えねばな らないの
である。やはり社会の科学的な分析により科学的知識の裏付けを得た社会認識によって,歴 史
的方向がどっちに向いているかを正 しく知 らなければな らない2)」から子どもの社会認識を培






られた場合において,我 々の知識は確実なるもの,決 定されたもの,片 のついたも ので あ っ
て,我 々がそれについて考えるものではな く,それを以て考えるものである。良い意味におい





何れにせよ教育を通 じて,子 どもの社会認識がより確かなもの,科学的 ・合理的なものに高
められるごとは次の世代に対するわれわれの期待でもある。
(2)人間尊重による相互理解と協調
今日の学校教育で最 も欠けているもののひとつである。また奇妙にも常に 「たて ま え」 と
「ほんね」の間を無原則に行き来 している価値理念でもある。しかも,周知のようにこの理念
か らかけ離れた存在 としての子ども像をつ くりつつあるのだ。






如何にしてはかるかに向けられなければならない。生 きた学力としてのこの社会的 知 見 ・情
意 ・態度はいうまでもな く社会的連帯の意識高揚 とその実践への具現にまで止揚されることが
望まれるのである。
(3)地域社会における福祉資源への着 目














眼を開 く場合 「学校内における学習は学校外における学習と連続一貫 し,両者の間に自由交渉
が行われるようにせねばならぬ。そ してこれは両者の社会的興味が無数の接触点を有する場合
において初めて可能だ6)」という学校観を教育行政担当者や学校自らがもたな くてはならない




会参加の学習(福 祉的実践活動)の 場としての性格を持 って存在 しているといっても過言では
ないのである。
今 日,子どもと施設を結 びつける教育的紐帯はごく一部を除いてほとんど皆無であること。






を論 じてき,また,児童 ・生徒の社会福祉意識(同 上第11号)についてもみてきた。
ここでは,総合的な立場(教 育活動の)か ら福祉教育が成立するための指導条件について考
えてみたいと思 う。
今 日の教育課程を構成するところの,教 科 ・道徳 ・特活等何れの領域をとりあげてみても,
それが福祉教育を志向する指導条件を問題にするのであれば,そ の成否 ・可否を論 じた り,
整 ・不整を決定する基本要素は 「教師(論)・その在り方」に求められるであろう。「古い型の
教授活動は教師を一種の独裁官的支配者として扱 う傾きがあった。新 しい型の教授活動は時 と
して教師を,た とえ必要なものに違いないとしても,無視せ られ得る要素 として,殆 んど有害
でさえもある要素として扱うのである。実際においては,教 師というものは一つの社会集団の
知性的指導者である。教師が一個の指導者であるというのは,教師としての地位によってでは
な く,む しろ一層広汎な一層深大な知識と渾熟 した経験とによってである。自由の原理は生徒
に自由を提供するが,し かし教師は自由の埓外にあって,あ らゆる指導性を断念 しなければな
らぬ という見解は実に愚である7)。」とする教師の指導者像描写は極めて教訓的である。
ここに,広範にわたる知見的態度 と練達 した指導技術の持 ち主として学習者に働きかける教
師の,機 能上の基本的原則をみることができるというものである。
逆に 「教師が課業の道程を提示 して,そ れが生徒によって追随せられることや,ま たは教師
が事態を整備 して,そ の範囲内において問題や課題が提起せられることは,ひ とつの独断的な









とかく,われわれは,よ く教師が教育目的達成のために教授や学習活動の形態を一 定 の フ
レームに嵌め込み,問題(解 決)の 核心の周辺を意図的に試行錯誤させるというようなまわり
くどさを経過せずに,短絡的に主知的に規定のインフォーメーションを注入 し受け止めさせる
という,一見能率的ではあるが 「学習を した」という実をともなわない全 く不自由な 学習





てはな らない。蓋 し,目的は或る活動即ち農業 とか教育とかいう活動を進めるに必 要 な る観
察,予 想,及 び設備に対す る責任を引き受けることを意味する。時々刻々進みゆく活動を遂行










それは,教育活動推進の施設 ・設備の状況,学 級定員規模の適 。不適,地 域社会における教育
の啓発的滲透度,教 育経営にみられる学校長の権威性の所在,教 師の教職の専門性ならびに教
師間の連帯感の情意性,子 どもにとっての健全生活志向と学校生活における 「や りが い 」 ・
「はり」との相関およびその結果,子 どもの集団帰属や仲間意識の傾向性などにみ られるもの

































































象 徴 的 問 題 事 項
虐待 ・殺害 ・心中 ・遺棄……401件
「子どもは邪魔」 「モラル喪失の反映」

















































高2・ 教 師 対 象 計
















小 学 校5'・6年1,980人 対象












対する不満も大きくとか く学校の在 り方に対する批判 として様々な問題点が指摘されるところ
となり,「ゆとりある教育の中で,自 ら考え正 しく判断する子どもの力」を養おうとする薪 し




育偏重主義が 「子どもたちに何を学びとらせ,ど のような人間を育成 していこうとするのか」




在 している。まさに 「福祉観なき教育」の存在を指摘 し得よう。
また,あ らゆる意味で2子 どもが中心的存在として機能する条件を学校はもたなければなら
ない。デュウーイはつぎのようにいう。.「数年前,私 はすべての観点か らみて 芸術的な点























の望む ところではない。 「真の学科 とは実際に興味を促進するものとして心意の活動に参加す
るような事物に外な らぬ,と いうことを明らかにしておけばよい。(略)生 徒の前にただ学ぶ
べき学科として提供された場合には,生徒の学修又は研究は畢竟わざとらしいもので無効果に
終わるのであるが,生 徒が興味をもっている活動を有効ならしめるように(略)自 覚するに至
れば,そ の学修は有効となるのである11)」ことの理解は具体的に教科指導の本質的 な 在 り方














った学習参加の仕方 で は な く
て,「 学習は自分たちで(計画
をたてて)進 めているのだ」 と









むけて子どもたちの積極的な学習ニードの誘発に心 し,そゐニー ドに対応 した学習環境構成 に
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十分な意を払い,個 々の子どもを大切に しながらも学級をまとまりのある一つの集団として育







① 子どもにとってもっとも魅力ある資料的価値を具備 しているか,つ まりその内 容 の 豊 か
さ,持続的な興味 ・関心を惹き起こさせ子どもに働 きかける要素が盛 り込まれているか。
② それは事前に子どもが選択する対象として存在 していたか,つ まり与えられるものではな
くて自らが必要にせまられて選び出すものとしての性格をもっているのか。
の2点 があげられよう。
さて 「教材」の本質・原理 とはどのようなものであろうか。史的にみると 「近代の学校教育
は教材についての新たな意識を生みだした。コメニウスのいう(すべての人にすべてのことを








必要 とする・(略)教 育者は自分が与えたお極まりの文句を以て生徒が教材を学習 しかつこれ
を再現する能力の増進することを以て己が任務とし,社会員として発展しつつある児童の活動
の中にその教材を組織立てしめることを重んじないようになる。しかし,教材の真の原理は,





学習構造のうえで重要な位置を占めていることを再認 したい。何れにしても 「子ど も」 か ら
「教材」へ(学習資料の有為的選択と活用),「教材」から 「子ども」へ(学習意欲の誘発・情報知の
提供)の 両方向の示す原則を基底的なものとして把握 しておこう。
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「教師」と 「教材」の関連もまた重要だ。良識ある教師は教材の決定に関 して恣意的態度を
とらないものである。 「教材は,教具がその用具性に着目され具体物を指すのに対 して,文 化
財としての観念,思 考方法,技 術などを含んでいる。教材がある一定の教育目標によって系統





の発言はすべて切りすてればよかった。 しか し,子どもたちが主体 となって進めている討議を
学習目標に照 らして深め,方 向づけ,体系化 してゆ くための的確な発言をするためには,か な
り広範囲の しかも深い教材の理解が必要である15)」とされることである。
そこで,教 材が学習者とどうかかわりあうのか,ど うかかわりあわなければならないのか確






個々の子 どもはそれぞれ個別の形で学習のニー ドをもつ。そのニー ドは具体的に学習に対す
る 「意欲 ・関心 ・態度 ・能力」等を内的に包蔵 し表出される。その際自らに対する 『克己』 と
他に対する 『協調』は欠かす ことのできない基本的な徳性としての,ま た核としてのビヘイビ
アである。
このようなニー ドを基盤にして学習問題が構成組織化され 「学習活動」が展開されるのだが
ね らいとするところは積極的な 『環境の開発 ・創造』であることに注 目しよう。そのためにみ
るような ・系統的情報の収集,・合理的思考の訓練,・ 能動的自己発現,・ 科学的社会認識の
啓培,・協同的人間関係の深化といった中心的活動が少なからず寄与するであろう。




道(知 識)を 獲得 し蓄積することが余 りに多いのである。この報道の意味における い わ ゆ る
『知識』は,将来の研究,即 ち更に多くの事物を発見 し又は学習するための流動資本,即 ち必





















環 境 の 開 発 ・ 創 剥
[鬻灘撫麟鷺鸞〕


















学 習 の ニ ー ド
教育の発展を阻害するもので,そ れは思考を活用する機会を与えないばかりでなく,思考を屏
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きではな く,皆の子 どもの,共 同的な関係における学習,す なわち,仲間と相共にたずさえて
進む学習でなければならぬということである。自分だけがよい点をとればよいとする態度や,
少数のものだけを活動させて,他 のものを放置 しているような指導方式を排除 して・皆のもの
が全員もれな く仲間と共に進むという態度でもって学習をなすのでなければな らぬという意味
が含まれている19)」ことを十分認識する必要がある。
自己の,み んなの力で環境を開発 していこう,創造 していこうとすることを意図 した 「学習
活動」についての基本的観点を述べてきたが・この学習活動を通 じて子どもの心性は一方に人
間覚醒としての 「自己変革」がはかられ,他方に人間尊重としての 「相互連帯」へ と態度化さ
れることが望ましい。 、
このことはいってみれば学習がもたらす発展の側面 として捉えるということにもなろう。さ
らにこの 「学習活動」が目指すところの(総合的所産たる)「 目標」は,個 々の子どもの 「心
身の発達に即 した自立志向」であるが,こ の目標は,謙虚に(自 己を)見 つめ律することので


























③ 国民として必要 とされる基礎的 ・基本的な内容を重視するとともに児童生徒の個性や能
力に応 じた教育が行われるようにすること。
ここで教育課程は児童の入間として調和のとれた育成をめざして 「地域や学校の実態」およ





多 くの子どもを落ちこぼし受験体制のあお りは教育産業をはびこらせただけでな く教育の地域
格差を生み,学校や教師の主体性や専門的機能が問われる結果を招来 した。これは,学校がも
っと権i威をもち,教師の質も教育の効果も高まるような条件整備(教 師の研修保障や施設設備





















規則 第25条・ 学校 教 育 法
第18条





















校の実態 ゜ 響 鱗 畫
L学習指導要領総則(1>」
編成の基底ともなる要素
※ 「小幽校 匕 蛍 課程一般編 昭05310月文部一





















れを整理 し組織 して,有 効な経験にまでまとめあげるというのでな くてはな りません。(略)
したがって社会科の学習は,まず,児 童が家庭 ・学校 。地域社会で行っている社会生活の経
験から出発 し,また常にそれを素材 として進行 していくのでなければなりません。さらにま
た,必要に応 じて,児 童が教室から出て,社会の人々の実際の活動を見たり,さまざまな施
設を見学 したり,それ らの実際のありさまについて調査 したり,実際に仕事にたずさわって
いる入に面接 して話を聞いたりするという活動が,特 に意図的 に行われな くては な りま せ
ん21)。」 とする学習の考え方,初 期社会科の実践志向性 とその系統はすっか り影をひそめて
しまっている。
③ 「学校生活にゆとりと充実」をキャッチフレーズに新指導要領が新たに打ち出 した 「ゆと
りの時間」は法的拘束性をもたないがそれだけに学校や教師の創意工夫が必要とされるわけ
で,教 科 ・道徳 ・特活の指導の大綱が基準という枠組みの中にはめこまれている以上実際的
な運用には多 くの問題点が潜在 していると思われるのである。
奉仕活動など社会参加の学習にして も 「地域社会における行事(略)に 参加したり害虫駆










べて異質のものであ り根本的にこの時間の本 旨から著 しくはずれるものであることを指摘 し
ておきたい。
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20)小学校学習指導要領第1章 総則1に 「学校にお 〉々ては,法 令及びこの章以下に示すところに従 〉々,児
童の人間として調和のとれた育成を目指し,地域や学校の実態及び児童の心身の発達段階 と特性を十分
考慮 して,適切な教育課程を編成するものとする。」とあり他の箇所にはみられなU>。
21)文部省 「小学校社会科学習指導法」1950年・中等学校教科書KK,p.140・141
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